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5 猫性（ねこっしょう） 「ねここんじょう（猫根性）」に同じ。 ＊雑俳・軽口頓作〔１７０９〕「きみがわるい・あんまりなつく猫性（ネコッシャウ）」























































































No. 項目 内容 日本国語大辞典 広辞苑 備考




































































































































































































 この第 4 節では、第 2 節の「猫」に関するイメージと第 3 節の「猫」に関す
る言葉とその傾向から、「猫」に関する言葉へのイメージについて検討・考察
する。 






















































5 猫性（ねこっしょう） 「ねここんじょう（猫根性）」に同じ。 ＊雑俳・軽口頓作〔１７０９〕「きみがわるい・あんまりなつく猫性（ネコッシャウ）」


















































































































































































































































































































































































                                    
32)日本民具学会編．日本民具辞典．ぎょうせい，1997． 






















































































































































































































































































































































 「ねこ」に関する  














 「猫」と「ねこ」に関する言葉における遊女に関する言葉は、全部で 9 件見
られる。最初に、「猫」の項目から、「寝子」と書いて私娼の異称とされており、
No. 項目 内容 日本国語大辞典 広辞苑 古事類苑 備考












































































































                                                                       
































                                                                         































































































































































































































































































































































































2. 倉田一郎．言語と民俗学．民俗民芸双書 35 国語と民俗学．1968，p.25-37． 
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11 猫扇 「ねこま（猫間）の扇」に同じ。 ＊随筆・柳亭筆記〔１８４２頃か〕三「猫間骨の扇 猫間扇、猫骨又猫扇ともいふ」




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































113 猫間骨 猫間の透かしのある扇の骨。 ＊海人藻芥〔１４２０〕「猫間骨は大臣家物也」
















































「水楊 かはやなぎ ゑのころやなぎ ころころ



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































カリ necorobitaru （ネコロビタル） モノ」
＊咄本・私可多咄〔１６７１〕二・四「いつの比
ぞや、糺のもりにて、ゑむしろをよこにしき
て、人々ねころひゐけるを見」
＊俳諧・古今俳諧明題集〔１７６３〕夏「偃■
（ネコロベ）ば庭のかくるるぼたむかな〈一
鼠〉」
41 ねこんざい（根金際）
（「こんざい」は「こんりんざい（金輪際）」の
略。「根こそぎ」と「こんりんざい」が合わ
さってできた語）
底の底。多く、副詞的に用いる。底の底ま
で全部。まったく。とことんまで。すっかり。
ねごんぞう。ねこんず。
＊雑俳・川柳評万句合‐宝暦一〇〔１７６０〕
義二「ねこんざい盗んだとって草の庵」
＊浄瑠璃・神霊矢口渡〔１７７０〕四「元手の
強い尊氏様も根（ネ）こんざいぶち負て、一
番切替ふと鎌倉へ盆がへ」
＊滑稽本・続膝栗毛〔１８１０～２２〕三・下
「国サアおんなじとこで、ねこんざいからしり
やってをる中だアもの」
神霊矢口渡「元手
の強い尊氏様も根
（ネ）こんざい打負
て」
42 ねこんず 「ねこんざい（根金際）」の変化した語。
＊長唄・大原女〔１８１０〕「おっ立てられても
笑はれても、根（ネ）こんず惚れたが性根
ぢゃえ」
